
　  

　　 

吉竹 弘行先生　　講演会 

平成28年4月10日（日曜) 
場所：メルパルク京都	
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  AM10:00～PM5:00

京都SJCD 第1回例会

4/10 SUN 
2016 

13:00～17:00　  吉竹 弘行 先生　ご講演

10:10～10:50　  会員発表A

10:00～10:05　  尾上会長挨拶　　

11:00～11:50　  会員発表B

　  

　　 

　　　　　　　　　　　　                       

『 インプラント治療　～その光と影～  』

参加費　　   　      会員無料　　オブザーバー　歯科医師　5000円（当日5500円）　 
　　　　　　　　　技工士　3500円　コデンタルスタッフ3000円  （当日3500円） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生・20才代の歯科医師 　無料　　 
振込先　　　　　　京都銀行　八木支店　普）3630046　　京都SJCD会計　秋田洋季 
お問い合わせ　　 　京都SJCD事務局　0773-77-1133（小瀬木） 
お申し込み方法       onoedc@me.com にお名前・勤務先・ご住所・電話番号・E-mailなどをお書き頂いて 
　　　　　　　　　  送信してください。参加費は振込でお願いします。※手数料はご負担お願い致します。 

           尼崎市開業 
1982年 大阪歯科大学卒業 
1982年 大阪歯科大学 
            細菌学講座入局 
1990年 吉竹歯科医院継承 

　AAE会員 
　日本歯内療法学会常任理事 
　大阪SJCD会員 

大学卒業後35年が経ち、卒業時には怪しい歯科 
医師が行うと言われていたインプラント治療も、 
時代とともに歯科治療には必要不可欠な治療オプ
ションとして位置付けられるようになってきまし
た。私自身初めてインプラントを埋入して30年、
本格的に臨床にインプラントを使用して20年が経
ちました。その間紆余曲折があり、インプラント
治療を断念しようかと考えた時期もありましたが、
現在も継続しています。確かに治療効果は絶大で、
多くの患者さんに喜んで頂いていますが、同時に
インプラントが抱える課題も少しずつ見えてきた
ように思います。今回は、これまでのインプラン
ト治療を振り返って私なりの見解をお話させて頂
くとともに、私自身の診療所で浮かび上がってき
た問題点を紹介し、今後インプラント治療が進む
べき方向性をご一緒に考えてみたいと思います。 

9:15～9:45　    総会


